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会社概要
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会社名
エピソテック株式会社

Episotech Ltd.

所在地 東京都杉並区本天沼2丁目40-12

事業内容 現場教育DXを目的とした動画・AI・AR活用製品の企画・開発・提供

主要株主 創業メンバー、IFAC合同会社（福井コンピュータHDのCVC）

代表取締役 内藤 優太

第三者認証

ISO/IEC 27001：2022（ISMS:情報セキュリティマネジメントシステム）



Episotech

弊社が解決したい課題
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現場系事業者・部門がもつ

という課題

技術伝承へ動画を使いたい。
けど、編集時間がない。
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現場は今やるべきことで手一杯
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• 長尺＆無編集なので、誰も見たがらない。
• 活用されないので、推進者のモチベーションが維持できない。

動画は撮っても
マニュアル化に至らない
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動画・AR手順書システム で解決！
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撮影動画をアップロードして待つだけで 動画編集の9割完了

メール受信を待つ
（裏でAIが編集）

微調整動画撮影 アップロード

完成！

現場が忙しくても、動画マニュアル完成までもっていける！
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作成できる動画マニュアルとサンプル
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伝承に効果的な手順毎に分かれた動画手順マニュアル（＝動画手順書）が作成できます

＜サンプル＞
・調整なしで作成したもの
・ブラッシュアップしたもの（動画組み合わせ、図形挿入、文章欄調整）

様々なファイル出力にも対応

PDF Excel 動画ファイル（.mp4）

https://dive-content-editor.web.app/?map=0&token=ZGEtMjAyNTA4MTYwNTMwMDAwMDAwOTgzODM5NTk4MzgzOTU
https://dive-content-editor.web.app/?map=0&token=ZGEtMjAyMjA2MDQyMjM3MjM2NzU0MjAyMjA2MDQyMjM3MjQ
https://47013606.fs1.hubspotusercontent-na1.net/hubfs/47013606/Sample/%E5%89%A5%E7%B7%9A%E6%A9%9F_Rev16.pdf
https://47013606.fs1.hubspotusercontent-na1.net/hubfs/47013606/Sample/%E5%89%A5%E7%B7%9A%E6%A9%9F_Rev16.xlsx
https://47013606.fs1.hubspotusercontent-na1.net/hubfs/47013606/Sample/%E5%89%A5%E7%B7%9A%E6%A9%9F.mp4
https://47013606.fs1.hubspotusercontent-na1.net/hubfs/47013606/Sample/%E5%89%A5%E7%B7%9A%E6%A9%9F.mp4
https://47013606.fs1.hubspotusercontent-na1.net/hubfs/47013606/Sample/%E5%89%A5%E7%B7%9A%E6%A9%9F.mp4
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Dive導入でこう変わります

「とりあえず撮影してアップロードしておけばいい」
この手軽さが、技術伝承を自然に加速させます

片手間で
動画マニュアルが
できあがる

わかりやすいから
探す・使う・身につく

使われる
モチベーションから

動画を撮影



Diveとは？
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Diveとは
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現場作業特化型の
動画・AR手順書システム

・・・

現場作業系の幅広い業種のお客様の教育課題を解決しています
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強み
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現場向け動画マニュアル作成・改訂の手間を大幅に低減できる

工程①：

動画素材の抜き出し

工程②：

動画素材の尺調整

工程③：

文字起こし

工程④：

字幕・挿入図形の

タイミング調整

0%

20%

40%

60%

80%

100%

作業にかかる時間 他社ツール

AI適用による文字起こし（工程③）の大幅削減。

• AI適用により素材の調整（工程①②）が大幅に削減。

• 手順毎で容易に情報整理できるので、改訂時の部分
修正がかんたん。

約9割削減
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システム俯瞰図
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手順書の作成・編集

動画の撮影

手順分割/編集に特化した機能群で
手間なく作成

ノウハウを動画にするために撮影

デバイス選定
をサポート

無償のオンラインサポート

管理・セキュリティ対策

容量を気にせず、最新のセキュ
リティ環境下で安全に保存

手順書を軸とした教育

観覧履歴・チェック項目自動保存で
教育者工数最小化

遠隔支援で、教育者工数を最小化

基本はPC

AR手順書はスマホ



手軽作成を支える
機能群
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メールを待って微調整だけ
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うるさい現場でも
文字おこしをしてくれる！

動画内の人の動き・解説内容をもとに
特許技術のAIが自動で手順毎に分割

・動画アップロード後、特許技術の手順分割特化AIが手順毎にシーン分け
・処理完了通知メールを待っていればOK

動画処理のAIは外部APIを使わず弊社管理サーバー内で実行。
ノウハウ動画が勝手に再学習されるなどのリスクを低減。

スマホからも可
メール受信。

アプリ開いて、必用なシーン選んで終了
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PDF/Excelにも出力
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ファイル出力時、抽出された画像を使ってくれる
動画編集内容をもとに
各手順の代表画像を自動抽出

動画を流せない環境でも活用。直感的な「手順書」で技術伝承を推進。

※お客様の手順書レイアウトに合わせたい場合は、お気軽にご相談ください
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15ヶ国語の自動翻訳・翻訳用語集

15

専門用語・製品名・企業特有の表現に
対する用語集も用意可能。誤った翻訳
になるリスクを低減可。

多言語対応はAIにおまかせ。ユーザーが自国の言語を選べば自動翻訳。

文章読み上げも可
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簡単ブラッシュアップ
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パワーポイントに近い操作感で注目ポイントへ挿入

• 丸、四角、矢印、テキスト、スポット
ライト、画像を挿入可能

• 挿入タイミングで動画が一時停止

シンプルな編集機能で、誰でも手軽に。作成者によるバラつきも低減。

文章欄はフォーマットに沿って入力するだけ

作業のコツ、安全上の重要事項、注意事項
という入力欄が各手順で設けられている
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生成AIによる手順提案
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あとは出力された各手順に動画を
割り付けるだけ

どんな手順を追加したいかをAIに相談 生成AIが手順内容を提案

どんな動画をとればいいか？そんな時は生成AIを使って手順の型を用意
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AR：ハンズフリー撮影
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専用アプリで、主観ノウハウ動画をすぐアップロード可能

RealWear Navigator

INMO Air2

Vuzix M400 Vuzix M4000

J7EF

J7EF

※視線を動画として撮影可能（参考動画）

• スマートグラスは撮影時にどこを撮影しているかリアルタイ
ムにモニタリングできるため、撮影の後戻りを低減しつつ、
最小工数で動画撮影できます。

• 弊社アプリを使うことで、撮影した動画をPCなどにUSB接続
せずとも、シームレスにシステムへアップロードできます。

https://www.realwear.com/jp/devices/navigator-500
https://www.realwear.com/jp/devices/navigator-500
https://inmoglass.com/ja/pages/inmo-air2
https://go.vuzix.jp/aboutm400
https://www.ask-corp.jp/products/vuzix/smart-glasses/m4000.html
https://www.jorjin.com/products/ar-vr-glasses/j-reality/j7ef-gaze/
https://www.rayneo.com/ja-jp
https://www.youtube.com/watch?v=E5cF8wkJS4Y


現場特化の機能群で
「しっかり伝承」
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手順毎に確実に追える
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タスク項目を設定しておけば、手順飛ばしも防げたり、
アウトプットを促し更なる効果向上が狙えます

実際の画面

自分のペースで手順毎の動画・文章を参照。理解しながら実践するから身につく。

https://dive-content-editor.web.app/?map=0&token=ZGEtMjAyMjA2MDQyMjM3MjM2NzU0MjAyMjA2MDQyMjM3MjQ
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検索で手順書がすぐ見つかる
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動画内テキスト含む全ての文章から検索が可能、すぐアクセス

作成時にわざわざタグづけをするといった手間を省ける面でも◎

検索結果が出力

Webアプリを開くとすぐ検索画面

検索したキーワードを入力
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利用状況がわかる
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利用履歴はアカウント毎に自動集計。アウトプット結果が直感的に確認可。

エクセル出力し、監査対応にも◎
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AR：ハンズフリー観覧

23

スマートグラスを使って、現場で手を動かしながら観覧。音声操作も可能。

RealWear Navigator

INMO Air2

RayNeo X2

Vuzix M400

ThinkReality A3HoloLens 2 XrealLight

Vuzix M4000

XREAL Air 2 Ultra

過去にサポートしていたデバイス

dynaEdge XR1

J7EF

J7EF

使用の様子

https://www.realwear.com/jp/devices/navigator-500
https://www.realwear.com/jp/devices/navigator-500
https://inmoglass.com/ja/pages/inmo-air2
https://www.rayneo.com/ja-jp
https://go.vuzix.jp/aboutm400
https://support.lenovo.com/jp/ja/solutions/pd500497-thinkreality-a3-ar-glasses-overview-and-service-parts
https://www.microsoft.com/ja-jp/hololens/hardware#%E3%83%89%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88-%E3%82%A8%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B9
https://www.xreal.com/light/
https://www.ask-corp.jp/products/vuzix/smart-glasses/m4000.html
https://jp.shop.xreal.com/products/xreal-air-2-ultra
https://dynabook.com/solution/xr/index.html
https://www.jorjin.com/products/ar-vr-glasses/j-reality/j7ef-gaze/
https://www.rayneo.com/ja-jp
https://youtu.be/00Wdy8cBP_U
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AR：3D技術で現場の理解を加速
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体験型マニュアルで「記憶に刻む」
＊頻度は少ないが一度で記憶してほしい、安全教育等におすすめ。

https://www.youtube.com/watch?v=0vx67DG8GW0

・空間認識ARで場所・箇所が直感的に理解できる
・スマホアプリのみで構築できる

「現場確認」をレベルアップ

• 現場の3次元データで現場の様子を直感的に理解できる。
• Scaniverseなど3Dスキャンアプリからのデータが使える

「事前確認」をレベルアップ

https://www.youtube.com/watch?v=0vx67DG8GW0


DX推進を支える機能群
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承認フロー・改訂履歴管理・アクセス制限

• 作成する手順書はフォルダに格納して管理
• フォルダ毎に承認フローを設定し、安心して最新版を運用
• フォルダ毎にアクセス制限を設定でき、セキュアに運用

申請作成・修正 承認 公開・改定

差し戻し

システムから通知 フォルダに格納

承認ステップは無制限に設定可能！ 改訂履歴も残る！
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大切なデータを安心のセキュリティで守ります
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シングルサインオン（SSO)

信頼性の高いデータセンター
でフルマネージド管理

IPアドレス制限設定

柔軟なアクセスコントロール安心のデータバックアップアクセスログ

セキュリティへの取り組みについてはこちらを参照。
経済産業省が公開している「クラウドサービスレベルのチェックリスト」に準拠したセキュリティチェックシートも提供しています。

ISO/IEC 27001：2022（ISMS）
に準拠した組織・サービス体制

https://divedx.com/security-actions
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その他

PDFや画像を手順書のステップとして使用可
能。動画内への画像挿入もできるので、より
わかりやすくできる。。

オフライン動作をサポート。スマホアプリの場合、
開いたことがある手順書であれば、インターネッ
トがなくても観覧が可能。

遠隔支援機能も搭載。ビデオ通話機能をつ
かって、現場を遠くからサポートできる。

手順書に直接アクセスできるQRコードを
印刷可能。現場での手順書アクセスを簡
単に。

既存の手順書も管理可能。これまで管理しき
れていなかったこれまでの教育資料を一元化。
ペーパーレスを推進。

外部共有をセキュアに運用可能。観覧時アカ
ウント不要でアクセスできる期限付きのURL

が発行可能。
＊不要であればセキュリティ設定で無効可。



強み

なぜDiveが選ばれるのか
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機能がシンプルで手間がかからない→現場が使ってくれる

開発者が現場作業系事業者様の現場に入り込み、共創・オープンイノベーションを通して
機能を洗練してきました
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他サービスとの違い

Dive オフィス系ソフト 手順書ツール
動画マニュアル

ツール
AR系ツール

形式知化の容易さ
◎

手順分割特化型AI・動画編集
機能でスムース

×
構造定義を都度する必要があ

り大変

〇
手順毎に情報整理できる

△
自由度が高いため、センスが

求められる

×
使いこなすには高度なITスキ

ルが求められる

独り立ち機会創出の容易
さ

◎
手順毎に作業実施に加え、手
順毎のチェックを促せる

×
文字中心になりがちで理解し

にくい

〇
手潤毎に作業を実施できる

△
手順毎にわかれていない

〇
遠隔支援でつきっきりを無く

せる

動画素材の活用
◎

動画からの代表画像抽出で
PDF活用工数を最小限

×
別途画像ファイル用意

〇
動画から画像ファイルを手動

抽出できる

△
動画としてのみが前提

×
考慮なし

現場を感じながらのコン
テンツ

◎
ARを活用することで無理なく

情報確認

×
都度、読み手が脳内補完する

必要がある

×
各手順で、読み手が脳内補完

する

×
都度、読み手が脳内補完する

必要がある

〇
直観的に情報確認できるが、

デバイス制約が高い

Diveは、現場の限られた時間の中で動画素材をフル活用し、直観的な手順書拡充・教育しやすい

31
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類似ツールとの比較
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現場向け動画マニュアル作成・改訂の手間を大幅に低減できる

工程①：

動画素材の抜き出し

工程②：

動画素材の尺調整

工程③：

文字起こし

工程④：

字幕・挿入図形の

タイミング調整

0%

20%

40%

60%

80%

100%

作業にかかる時間 他社ツール

• AI適用による文字起こし（工程③）の大幅削減。

• 素材の調整（工程①②）は、依然と手間かかる。
→とりかかりでの壁が高く、高いモチベーション維持が必用。
→長尺動画になりがちで、手順書として使いにくい。改訂での部分
修正が難しい。

• タイミング調整（工程④）では、依然と音・映像・字幕の微調整に
こだわりに出て時間を要す。

• 放置していれば手順分割特化のAIが音声、動きを元に手順
分割してくれるので素材の調整（工程①②）が大幅に削減。

• 字幕は手順文章として表示、図形挿入は一時停止時表示と
する形式にする事でタイミング調整（工程④）を簡略化。

• 手順毎で容易に情報整理できるので、改訂時の部分修正が
かんたん。

約4割削減

約9割削減
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導入後のサポートが手厚い
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無償

■導入直後の対面オンボーディング
- 2時間程度を使い、御社に出向いてキーマンへ商品説

明・システム使用練習
- 場所によっては、旅費を請求させていただきます

■継続的なオンラインサポート
- 月に１回（１時間）の相談会をご提案
- 定期的なウェビナー、メルマガ配信
- 随時、メールベースのサポート

有償

■手順分割サポート
- お客様の代わりに指定した素材の手順分割を実施。

■都度/定期的な対面サポート
- お客様のニーズに沿って、都度（または定期的）な

対面でのレクチャーや手順書作成代行を実施
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「ハンズフリー」「AR活用」を見据えたDXを開始できる

34

デバイス導入戦略に沿った効果的な手順書運用を開始できる

動画手順書を

拡充

動画・AR手順書を

拡充

ハンズフリーで

効率UP！
スマホ導入 グラス導入



導入事例

35



Episotech
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事例：三木資源株式会社

DX

• 多能工化を目指すべく標準作業手順書を拡充したくとも、
ノウハウをもつ熟練者がPCスキルがないので、手軽に暗
黙知を形式知化する手段を取り入れたい。

• 事務スタッフの力を借りて、インタビューベースで作成
を試みるものの、暗黙知を形式知化する事を含めた文書
作成完了まで4時間/個かかるため、継続断念。

• 形式知化が容易な動画を活用し、かつ手順分割に特化した動画
編集機能・AIを実施できるため現場熟練者自らがマニュアル作
成をする事ができ、全体作成工数を75％削減できた。

• ARを使うことで、部品の置き場所や、廃棄場所を直観的に表現、
案内する事ができるので、人員の多能工化した際の壁を下げる
試みを推進。

• 業種：リサイクル
• 従業員数：37名
• 売上高：9億円
• 活用：事業継続のためのナレッジマネジメント

形式知化を熟練者自ら行う事で作成工数を 75%削減
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事例：相鉄企業株式会社

DX

• 別営業所から応援がくるたびに現場案内など必要であ
り、OJTとして丁寧に教えてあげないといけないので、
即戦力化するまでに時間がかかるのが課題であった。

• 動画マニュアル運用による解決を試みたが、編集時間
に5時間/個を要した。また、動画が長いこともありほ
とんど利用されなかった。業務の隙間時間で気軽に作
れ、かつ活用されやすい仕組みを構築したい。

• 同等の教育効果が狙える動画マニュアルの作成を1時間/個
（=80％削減）する事ができた。また、作成マニュアルは手順
ステップで表現されるので、現場作業中に観覧しやすいことか
ら、しっかり活用推進ができた。

• 現場に出る前に、点検場所の形状を理解できるため、危険場所
での作業時間の短縮につながった。

• 業種：ビルメンテナンス
• 従業員数：2008名
• 売上高：169億円
• 活用場面：応援者へのOJT、日々の点検

“使われる“ 動画マニュアルの作成時間を80%削減
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事例：佐川グローバルロジスティクス株式会社

DX

• 現場毎で運用方法が異なるので全社で教育マニュアルを
共通化する事が難い。パートタイマ―向け教育において
文章ではなかなか覚えないので、教育は現場社員が都度
対面で起こっており、工数圧迫が課題。

• 対応者や忙しさ、タイミングにより、教育内容が異なり
教育の品質が安定しないので、標準化を行いたい。

• 今までの対人での説明内容をそのまま動画で撮影、手順書化す
ることを実施。これまでと同等の教育効果を維持しつつも現場
社員に教育工数を90%削減。

• 現場毎で運用可能なシンプルな編集機能のため、現場毎の教育
マニュアル作成体制を推進。

• 業種：物流
• 従業員数：7,665名
• 売上高：765億円
• 活用場面：パートタイマーへの初期教育

毎日実施するパートタイマー向け初期教育工数を90%削減



価格・検討の始め方
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価格
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・サブスクの提供。初期費用なし。
・標準プランは、月あたり5万円/50アカウント
・手順書数、容量は無制限

■オプション
- アカウント追加    ：月当たり1万円/10アカウント
- 都度/定期的な対面サポート ：5万円/回（2~3時間）+ 旅費

プラン毎の機能差異等の詳細はこちらからご確認ください。

https://www.episotech.com/pricing/
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サブスク終了後の取り扱い
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仮にサブスク継続をご希望されない場合でも、引き続き作成した手順書を利用す
ることができます。

※有料機能を利用する際、再度サブスク契約が必要です。

引き続き利用できる機能 利用できなくなる機能（有料機能）

• 動画手順書の観覧
• アカウントの利用履歴確認
• オーナー向け機能

• 手順書の作成、編集、削除
• フォルダの作成、編集、削除
• 素材の追加、削除
• アカウント管理
• 遠隔支援機能
• 動画ファイル出力
など
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アカウントの考え方
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・アカウントはメールアドレスに紐づきます。
・アカウントはチームという単位でグルーピングできます。
・フォルダのアクセス制限は、チーム単位で制御できます。

■よくあるご質問
Q ：複数の人が１つのアカウントを利用できるか
A ：セキュリティの観点から一般的に推奨はできませんが、契約上ご利用いただけます。 

     ただし、同時利用はできないのでご注意ください。

Q ：複数の法人がまたがって利用してよいか（グループ会社で利用する、等）
A ：はい。問題ございません。ただし、アクセス制限設定・アカウント管理が煩雑になる
 事が想定されるので、法人ごとの個別契約を推奨します。
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30日間無料トライアル

導入検討の始め方
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まずは触ってみましょう

申し込みページはこちら

https://dive-

dashboard.vercel.app/signup

申し込み、設定はWebで
完結。5分で試用開始！

オンライン相談会

まずは相談してみましょう

申し込みページはこちら
https://divedx.com/meetings/episotec

h/product-introduction

日程調整ページより
ご都合の良い時間を指定！

https://dive-dashboard.vercel.app/signup
https://dive-dashboard.vercel.app/signup
https://dive-dashboard.vercel.app/signup
https://dive-dashboard.vercel.app/signup
https://divedx.com/meetings/episotech/product-introduction
https://divedx.com/meetings/episotech/product-introduction
https://divedx.com/meetings/episotech/product-introduction
https://divedx.com/meetings/episotech/product-introduction
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導入までの流れと期間目安
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無料トライ

アル

開始決定

ITポリシーの

確認
現場調整

・無料トライアル

・導入判断 
導入

2週間 2週間1週間 4週間

約2か月



とりあえず撮影して
アップロードしておけばいい

この手軽さが
技術伝承を自然に加速させます



多様な人材が活躍する基盤をつくる

https://www.episotech.com/

https://www.episotech.com/
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参考情報



作成フロー
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基本的な作成フロー
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動画アップロー

ド
動画編集

文章作成・

タスク定義
発行

空間取得

手順毎に

ARオブジェクト

配置

文章作成・

タスク定義
発行

■動画手順書

■AR手順書

スマホ/PC PC スマホ/PC スマホ/PC

スマホ スマホ/PC スマホ/PCスマホ

基本的にはPCのWebアプリで行います。AR手順書についてはスマホで行います。
※動画編集は現在、スマホではできません。
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アップロードする動画について
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1. UIが横でレイアウトされるので横向き動画を推奨します。

2. AIの動画手順書分割をフル活用するために下記のように撮
影した動画をご用意することを推奨します。

• 解説を入れながら撮影する

• 「人の動き」を認識させたい場合、人全体の80%以上が見え
る画角で撮影する（右図参照）

• 「手もとの動き」を認識させたい場合、主観映像で撮影する

※手元の動画の場合、動きによる分割が行われにくくなるので解説を入れるのを推奨します。
※ 一回のアップロードファイル容量制限は1GB以下です（目安：スマホ撮影動画の標準画質なら、15~25分程度）。
※ 10分以上の動画はアップロード時にファイル分割がされます。AIの処理が分かれてしまうので、1本あたり10分未満を推奨します。
※ mp4, ,.mov, .aviなど、幅広い動画ファイルフォーマットに対応しています。



投資対効果
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投資対効果（試算）
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新人スタッフから教育者に対する質問が減り、教育者が割く工数を削減価値

720万円/年
の削減

110万円/年

お客様自身の内製人件費含めても、約7倍の投資対効果

＜

投資 効果

試算

Diveによって、「新人スタッフが新しいことを覚えるのに時間がかかる」が解決されたとき、
下記の投資対効果が見込めます。
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試算条件
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■効果

年間720万円の削減
～計算条件～
• 月に4回、新人スタッフから質問が発生。新人スタッフ1人に対し、各回で教育者の工数を1時間使う。
• 上記質問をする新人スタッフは、１チームに３人いる。
• 組織全体で10チームで、上記状態が発生している。
• スタッフの入れかわりもあり、年間恒常的に発生している。
• 教育者の工数単価は、5,000円/日。

■費用

年間110万円（お客様自身の内製人件費含めた金額）
～計算条件～
• Diveライセンス費は60万円/年。
• 教育者（手順書作成者）のマニュアル1つあたりの作成・維持工数は、1時間/年。
• 手順書は組織全体で100個作成・維持する。
• 教育者（手順書作成者）の工数単価は、5,000円/日。



AR機能の詳細
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作成できるARコンテンツ特徴
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作成した手順書のコンテンツは空間認識AR（Augmented Reality：拡張現実）で現場空間へ直
接マッピングできます。動画を見るべき場所へ明示的に誘導したり、ARオブジェクトで現場情
報補完をする事ができるため、作業者の現場での理解促進を強化することができます。

※ARの中でも特に最新技術であるVPS(ビジュアル・ポジショニング・システム）技術を採用しています。
位置ずれの最小化・現場へのQRコードやARマーカー等の印刷物を配置不要を実現しています。

※オプション適用で、一部スマートグラスでも観覧可能です。

https://www.coco-ar.jp/media/column/ar-vr-mr/
https://www.coco-ar.jp/media/column/ar-vr-mr/
https://www.coco-ar.jp/media/column/ar-vr-mr/
https://www.coco-ar.jp/media/column/ar-vr-mr/
https://xr-hub.com/archives/22580
https://xr-hub.com/archives/22580
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高度なARなのにノーコード
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• ARコンテンツ作成は、ノーコードでスマホ
のみですぐ作成できます。

• 作成者はスマホ越しに現場を見ながら、ス
マホ上のタップ操作で図形・音声・動画・
画像・テキスト・ブラウザ・ナビゲーショ
ンをあたかも「置く」感覚で直観的に作成
できます。

https://www.youtube.com/watch?v=5nA94wYPFQ0
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競合比較

「現場ユーザーが気軽に」「高度なARコンテンツを」運用できる
60

Dive
Worklink

（アメリカ）

Vuforia Work 

Instructions

（アメリカ）

Misterine Studio

（チェコ）
Meister AR Suite

（日本）

想定作成環境 現場でスマホ オフィスでPC オフィスでPC オフィスでPC オフィスでPC

作成想定ユーザー 現場で働く方 CGエンジニア CGエンジニア CGエンジニア 現場で働く方

空間紐づけAR
◎
（AndroidもOK)

〇 〇 × ×

スマートグラス対応 ◎
（8種類以上対応）

〇 〇 × ×

価格（年） 60万円～
250万円～
（予想）

250万円～
（予想）

100万円～ 60万円～
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スマートグラス・ARグラス利用について
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作成した手順書はスマホだけでなく、スマートグラスでも使用可能。作業者は、スマホアプリで
表示したコードをグラスのカメラから読み取ることで、すぐ手順書を開くことができます。

※あらかじめPCから
QRコードを印刷しておくことも可能

RealWear Navigator

INMO Air2

RayNeo X2

Vuzix M400

ThinkReality A3HoloLens 2 XrealLight

Vuzix M4000

XREAL Air 2 Ultra

過去にサポートしていたデバイス

dynaEdge XR1

J7EF

J7EF

https://www.realwear.com/jp/devices/navigator-500
https://www.realwear.com/jp/devices/navigator-500
https://inmoglass.com/ja/pages/inmo-air2
https://www.rayneo.com/ja-jp
https://go.vuzix.jp/aboutm400
https://support.lenovo.com/jp/ja/solutions/pd500497-thinkreality-a3-ar-glasses-overview-and-service-parts
https://www.microsoft.com/ja-jp/hololens/hardware#%E3%83%89%E3%82%AD%E3%83%A5%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88-%E3%82%A8%E3%82%AF%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B9
https://www.xreal.com/light/
https://www.ask-corp.jp/products/vuzix/smart-glasses/m4000.html
https://jp.shop.xreal.com/products/xreal-air-2-ultra
https://dynabook.com/solution/xr/index.html
https://www.jorjin.com/products/ar-vr-glasses/j-reality/j7ef-gaze/
https://www.rayneo.com/ja-jp
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スマートグラス・ARグラスでのARコンテンツ表示
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・スマホで構築したARコンテンツをハンズフリーで見れる。
・位置合わせは手動（前回の主導調整結果は保存される機能あり）

Xrealシリーズ

対応デバイス

グラス越しに見えるARコンテンツ（6Dof対応デバイス）

https://www.youtube.com/shorts/qz59WHvL7PU

dynaEdge XR1

https://www.youtube.com/shorts/qz59WHvL7PU
https://dynabook.com/solution/xr/index.html
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デジタルツイン機能
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Scaniverse等のアプリから得られる現場スキャ
ンデータを取り込み、手順書のコンテンツをス
キャンデータへマッピングできます。

デジタルツインをつかった教育を可能にし、現
場に行く前の作業内容理解を向上させることが
できます。

構築した空間認識AR情報と連携できるため、現
場で構築したコンテンツをオフィスでも確認が
できます。

https://note.com/iwamah1/n/nc8a5427157ef


動画マニュアルツールとの
違い詳細

64
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一般的な動画マニュアル作成ツールとの違い
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項目 動画マニュアル作成ツール Dive

設計思想
動画使用に特化したe-ラーニングシステム。
そのe-ラーニングシステムを現場スタッフが運用できる。

現場で参照しながら見ることを想定した動画手順書システム。
その手順書システムを現場スタッフが運用できる。

教育コンセプト 事前にしっかり覚える 作業しながら覚える

マニュアル使用
タイミング

OJT時の補足使用、事前教育、作業前 OJT時の補足使用、作業中

動画編集機能の
方向性

YouTubeでみるような動画を簡単操作で作成できる 簡単に動画を手順毎に分割・作業名を割り付けられる

付随機能の
方向性

• いかに対象者がマニュアル観覧を推進するか
• どのように教育するか
• いかにどんなときでもマニュアルを見れるようにするか

• いかに作業中にリアルタイムに必要な情報を提供できるか
• いかに手順書通りに作業できるか
• いかに現場で素早く手順書にアクセスできるか

Diveは動画を手順書として使い、目の前の作業の品質を一定化することに直接アプローチしている
ことが大きな違いです。
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